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三
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石
荻
は

酵

母
の

増
殖
並
に

醗
酵
に

必

要
缺

忍
か

ら
ざ
る

も
の

で

は
な
い

樣
で

あ

る
。

然

空
○

○

竓
中
酸
化

石
茨
こ

し

て

○
．

Oo

三

琵

以

上
を
含

有
す
る

時
は

醗
酵
を

著
し

く

促
進
す
る

效
力

が

あ

る
。

　
（

四
）

食

鹽
は

酵
母
の

増

殖
並
に

醗
酵
に

重
大
な
る

影
響
は

な
い

樣
で

あ
る
。

然
し

實
地

醸
造
に

於
て

は

相
當

影
響
あ

る

樣
に

思

は

れ
る
。

（

完
）
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凡
て

化
學
的
研
究
の

目
的
は

、

冖

の

製
造
の

工

程
に

於
い

て

進
む

凡
て

の

物

質
の

化
學
變

化
の

箕
相
を

出
來
る

だ

け

完
全
に

説
明
す
る

事
で

な

け

れ
ば

な
ら
な
い

。

「

ピ

ー
ル

」

醸
造
の

工

程
に

於
い

て

麥
芽

炒
燥
は

確
か

に

最
も

重
要
な

操
作
の
一

で

あ

る
。

な
ぜ

な
ら
ば
「

ビ

！
ル

」

の

性
質
に

鞠
し

て

物
理

的
、

化
學
的
及

び
生
理

學
的
に

重
大
な
る

影

響
を
及

ぼ
す

麥
芽
の

特
徴
は

、

是
に

於
い

て

决
定
的
に

造
ら
れ
る

か

ら
。

　

大

麥
か

ら

緑

麥
芽
に

至
る

ま
で

の

發
芽

中
の

化
學
變
化
に

つ

い

て

は
、

多
く
の

研

究
に

よ
つ

て

詳
細
に

知
る

事
が

出
來
る

が
、

麥
芽

炒
燥
中
の

化

學
變
化
に

つ

い

て

は

炒
燥

中
の

個
々
の

塲
合
の

研
究
は

あ
る

が
、

そ

れ

ら
を

繼
ぎ
合
は

せ
て

そ
の

大
體
を
推
則
す
る

に

過
ぎ

す
し

て
、

未
だ
全

炒

燥

中
の

化
學
變
化
に

つ

い

て

の

統
一

的
研
究
が

缺
け
て

る
。

そ
こ

で

吾
々

は
「

テ

ビ

カ

ル
」

の

淡
色
麥
芽
ご

黒

色
麥
芽
ご

に

つ

い

て

炒
燥
中
の

化
學
變
化

を

系
統
的
に

研
究
す
る

問
題
を
始
め

陀

の

で

あ
る
。

　

爾
吾
々

は

炒
燥
の

最

後
の

工

程
即
ち
仕
上
炒
燥
の

化

學
變
化
を
も

研
究
し

て
、

そ
の

際
に

麥
芽
中
に

色
彩
ご

香
氣
ご

を

生

成
す
る

ご

い

ふ

「

リ

ン

ト

ナ

ー
」

氏
の

設
を

精
確
な
化
學
的

實
驗
に

よ
つ

て

鐙

明
せ

ん
ご

試
み

た
。

實

驗

　

實
験
は

、

特
に

低
い

仕
上

炒
燥

温
度
の

淡
色
麥
芽
（

A
）

巴
、

遘
常
の

仕
上

炒
燥
温

度
の

淡
色
麥
芽
（

E
）

ε
、

黒
色
「

ミ

ユ

ン

ヘ

ソ

」

麥
芽
（

C
）

ε

で

な
さ

れ
π

。

試
料

は

獨

逸
國
「

ミ

ユ

ン

ヘ

ソ

」

の

コ
「

ピ

ー

ル
」

會
肚
の

製

麥
工

塲
か

ら

精
密
に

探
取
し
托

。

　
　

　
寥

芽
炒
燥
中
の

化

學

撥
化

に

就
い

て

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

二

五
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麥
芽

炒
燥

中
の

化
學
變
化

に

就
い

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

六

淡
色

麥
芽
で

は
（

1
）

の

試
料
は

上
部

炒
床
に

麥
芽
が

全
部

搬
入
さ

れ
た

後
に

、

（

11
）

は

下
部

炒
床
に

搬
入

さ

れ
陀

後
に

、

（

m
）

は

下
部
炒
床
に

於

い

て

炒
燥
温

度
を
上
げ
る

時
に

、

（

VI
）

は

仕
上

炒
燥
の

少
し

前
に

探
取
さ

れ
だ

。

黒
色

麥
芽
に

於
い

て

は
（

1
）

ε
（

11
）

ご

の

間
に

更
に
、

上

部

炒
床

に

於
い

て

炒
燥
温

度
を

上
げ
る

時
に

試
料
を

探
取
し
て

こ

れ
を
（
H
）

ε

な
し
陀

。

　

各
試
料
の

水

分
含
有
量
は

次
の

如
く
で

あ

る
。

〃 〃 ノ・ 〃 試
　 　　 　　 料

VIVIIIHI

淡

色
麥
芽
（

A
）

　
四
四

、

九
一

％

　．．一
一

、

七

四

　
　
五

塾

九
二

　
　
四

、

ニ

ニ

鞭 蟻
五 六 六 六 芽

六 〇 四
語

黒

色
多
芽
（

c
）

四
五

，

〇
四

％

二

四
、

七

四

一
〇

、

九
〇

　
五

、

二

〇

　
｝

、

七
六

各

婆
芽
の

炒
燥
時
間
ご

仕

上
炒
燥
の

温

度
は

次
の

如
く
で

あ
る
。

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
炒
燥

時

間

　
　
　
　
　
　
　

仕
上

炒
燥
温

度

淡
色

多
丗

オ
（

A
）
　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

二

時

間
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　亠
ハ

OR

淡

色
麥

芽
（

B
）

　

　

　

　

　

　

　

四
時
間

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
〇
R

阻
跚

色
麥
芽
〔
C
）
　

　

　

　

　

　

　

　

五

時
間
　

　

　

　

　

　

　

九
〇
1
九
五
R

麥
芽
の

竡
重

量
ご

千
粒
重

量
は

炒
燥
の

進
む
に

從
っ

て

如
何
に

變
化
す
る

か

ご

云
ふ
ε

、

何
れ
も

乾
燥
物
に

計

算
し

て

次
の

如
く
で

あ

る
。

　
　

　
　
　

a
，

竡

重

擘
瓩

單
位
）

　

　

　

　

　

　
宙

　

　

　

　

　

　

　

b
、

干

粒
重

量（
虱

單
位
）

〃 　 〃 　 〃

VIVIII

〃 試
　 料
II　豆

淡

色
攀
芽
（

A
）

四

九、
八

五

四

九
、

七
〇

五

〇
、

六

五
一

、

九
五

淡
色
蓼
芽へ
B
）

　
五

〇
、

五

〇

　
五

〇
、

七
〇

　
五

Q
．

八

〇

　
五

二
、

三

五

黒
色

麥

芽（
c
）

　

四

九
、

四

五

　

四

九、
六

五

　

四

九
、

入
五

　

五
一

、

一
五

　

五一一
馳

五

五

〃 　〃 〃 〃 試

　 　 　 　 　 料
VIVIIIII 　 1

三

〇
、

九

三
一

、

四

三
一

、

二

三
】

、

四

三

二
、

一

三

ご
、

0

ご一
二

、

二

三

二

2

［
二一
一

b山
ハ

三
二

，

八

三

二
b亠

ハ

冖
二

二
、亠

ハ

一
二一
二

DO

　

即

ち
何
れ

の

麥
芽
も
そ
の

竡
重

量
は

炒
燥
の

進
む
に

從
つ

て

増
加
を

來
す

。

而
し
て

此
の

壇

加
は

仕
上

炒
燥
温

度
の

低
い

淡
色
麥
芽

に

於
い

て

少

な
く
・

そ
の

高
い

黒
色
麥
芽
に

於
い

て

大
で

あ
も
。

千
粒
重

量
に

は

殆
ん

ご

變
化
が
な
い

。

即

ち

炒
燥

中
に

殆
ん

ご

物

贋
の

損
失
が

起
ら

な
い

。

そ

れ
で

あ

る

か

ら

竡
重

量
の

増

加
は

炒
燥
の

進
む
に

從
っ

て

粒
の

容

積
が

減
少
し

陀

事
を

示

す
。

　

特
に

興

昧
の

あ
る

問
題
は

炒
燥
中
に

伺
幼
芽
（

国
o

巨
V

が

成

長
を
績

け
る

か

ご

う
か

ε

云
ふ

事
で

あ

る
。

そ
の

實
驗
の

結
果
は

次
の

如
く
で

あ
る

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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…

汝

色

麦
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ε
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’

’

’ 、

、

馬

　 ノ
41 、

　 丶

　 賢

　　　　　　　　　ド

擁 郵ノ ％ ％ ・ † ノ

勲

　
40

　
30

幼
芽
の

長
さ

試
料
1

　
〃

　
11

　
”

　

11

　

　

K

”

　

V

　

　

I

第

→

圖

勲

』

翫
幼

尠

一

、

淡
色
麥
芽（
A
）

○こニニニ

一 一 一 一 駈

　

　

　

二
、

淡
色
峯
芽
（

B
）

試
料
蚤

　

　
｝

　

　
哺

〃

11

　

　
一

　

　
一

七 八 八 二

四 四 四 四
一 一・0 二

三 三 モ
s14

きえ

四 〇

四 三

〇 九

蓼

芽

炒
燥
中
の

化

學
變
化
に

就
い

て

二

淡

色

麦

莠
谷
）

1

’

’
’

　 ノ

ノ 曜

皿
一　一

、圏
’ 、

’ 唱

　’

　’

’

、

、
　、

’
、

、
、

、

4 。

　
3 。

　
加

　
ρ

三五 六 五 五 1

　 　 　 　 1
＿ ＿ ＿ ＿ 以

　 　 　 　 上
00

〃〃

1VIH

〃 〃 〃 〃 試
　 　 　 　 料
VIVIII 　 I夏 1

ナ ノ／％

第

％

三

侵

圖

％
0

三
，

黒冖

色

麦

蒡
（

c4

1

1　 、

ノ　 　 、
／　　　 、

！

ノ　　　　 、

　 　 、

　 　 丶

〆

’

ノ

丶

冥

一ギ

！

ノ」

丶

，　 団

．

勿　％　％ 　％　 1　
ナ

5 。

　
卯

，

3。

　
20

　
10

　

一

　

　
Q

　

一
　

　

〇

三
、

黒
色
峯

芽
（

C
）

こニニニこ

三一ニニニ

二

二

　
　
三

五

　

四
〇

ニ

ニ

　

三

五

　

四

〇

一
六

一
二

一
〇

一
〇九

二

三

二

四

二

五

二

三

二

三
こ

七

四 五 四 四 四
九 〇 九 七 四

0．ニニ

哺 一 一 一 幅

　 一 〇 ・一 一

　　　1 料at；・

V 又 はIV料 試 ・
00三五ニニ三
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婆

芽
妙
蠑

牛
の

化

學
變
化
に

就
い

て
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
二

入

　
今
右
の

結
果
を

見
易
く

す
る

た

め

に

試

料
1
ε

W
（

黒
色
麥
芽
で

は
V

）

ε

の

翁
倉
を

取
っ

て

圖
示
す
れ
ば

次
の

如
く
で

あ

る
。

　
幼
芽
の

長
さ
⊥
4

．

雪

等
は

大
麥
粒

の

長
さ

の

四

分
ノ

一
、

二

分
ノ

一

等
を
表
し
把
の

で

あ
つ

て
、

1

は

大

麥
粒
の

長
さ

ε

等
し
い

も
の

、

心

叉

は

1
以

上
ご

あ

る

の

は
、

幼
芽
が

大

麥
粒
よ

り

も
長
く
成
長
し
た

も
の

で

あ
る

累
を
示
す

。

　
此
の

表
に

よ
つ

て
、

ま
だ
多
く
の

水
分
が

蒸
發
し
な
い

炒
燥
の

始
め

に

於
い

て

は
、

麥
芽
の

幼
芽
が

爾
幾
分
の

發
育
を
な
す
事
を
知
る
。

此
の

幼

芽
の

成
長
は

・

淡
色
麥
芽
で

は

第
二

の

試
料
ま
で
、

即
ち
上

部
炒
床
か

ら

下
部

炒
床
へ

搬
入

す
る

ま
で

績
く
。

然
し

下
部
炒
床
で

は

淡
色
麥
芽
に

特

有
な

、

急
に

水
分
を

蒸
發
せ

し

め
る

操
作
に

ょ
つ

て
、

成
長
は
早
く

止
ま
る

が
、

黒
色

麥
芽
の

塲
合
に

は

麥
芽
の

化
學
變
化
を

多
く

す
る

た

め

に
、

比
鞍
的
水

分
の

蒸

發
を
邏

ら
す
の

で

幼
芽
の

成

長
も

亦
大
で

あ

る
。

ー

上
部

炒
床
に

於
け
る

此
の

幼
芽
の

後
成

長
は

麥
芽
の

特
性
を

决
定
す
る

上
に

非
常
な

意
味
の

あ
る

事
は

明
か

で

あ
る
。

な

ぜ

な
ら

ば

幼
芽
の

成
長

ε

粒
中
の

化
學
變
化
ご

は
略
尋
行
に

進
む
か

ら
。

樹
此
の

炒
燥
操
作
に

ょ
っ

て

緑
麥
芽

の

缺
點
を
、

或
る

程

度
ま
で

改
良
す
る

事
が

出
來
る
。

　
粒
中
の

粉
状

體
の

状
態
は
次

の

如
く
で

あ
る

。

〃 〃 〃 試
　 　 　 料
VIIIII 　i

一
　

淡
色

麥

芽
（

A
）

叢

鯵
．

八
八

　
　

　

七

入

九

　
　
　

六

八

九

　
　
　

六

九

〇

　
　
　

六

二
t

淡
色
麥
芽（
B
）

八

八

　
　
　

七

三 四 三 三

ス 牛
状 ガ

　 ヲ

い ス 固
も状 い

の で ガ

　な ラ

少
し

焦
げ

れ
も

の

　

0

　

0

　

0

　

0

強
く

焦

げ

れ
も

の
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皿

　
三
】

　
三

。
六

西

　
。

δ
五・・一

　
＝

奠

　

　
〃

v

　
一

三

　

究
、

七

　
。

、

。

二

七

　
七

、

空

　

”

W

　

三
四

　
二

八
二

・

九

　
〇

b96

　

七
し

九
一

撫
糶
譌

鱗
脚

難
難
繰

巍

蠣
鞘

纛
韈
糶

で
あ

る
む

　
炒

燥
中
麥
芽
粉
（
トっ
o

蝋

難
＋
H8

美
）

の

冷
水
に

溶
解
す
る

物
質
は
ぜ
、

う

變
化
す
る

か

ご

云

ふ

ご

次
の

如
く
で

あ
る
。

　
　

　

　
　

　
　

淡
色
麥

芽
（

A
）

　

　

淡
色
梦

菱
B
）

　

　

黒

墓
芽
（

c
）

　

試
料
−

　

　

三
、

六

二

四

　

　

　
三

馳

八

五

七

　

　

　
三

、

七

七
九

　

〃

　
H
　
　

　
　

　

三

2
ハ

七
六

　

　

　

　

　
　

　
三

、

七
七

九

　

　

　
　

　
　

　
三

b

八

八

三

　

〃

　
H
　
　

　
　
　

　
三

−

七

〇
二

　

　
　
　

　
　
　

　
三

、

八

〇
五

　

　
　

　
　
　

　
　
三

、

九
八

七

　

”

W

　

　

三

2
釜
〇

　

　

　
三

b

七

五

四

　

　

　
三

、

七

さ

　

”

v

　

　

　

　
l

　

　

　

　

ー

　

　

・

三
黜

六

二

四

豐

鱗
霧
麟
黷

無
蘿
郷
射

麓

鬟
欝
雛
饗
鱶
鴛
ダ
・

此
の

軽
箪
爨
の

仕
上
炒

燥
に
際

し
て

甚
だ

し
い

・

而
・

て

淡

簒
芽
で

は

・
の

仕
上
炒
燥

獲
が

低
・

の

で

色
ご

香
の

畿
に

至
ら
な

・

が
、
．
、

れ
に

反

、
て

髢

麥
芽
の

高
い

仕
上

炒
燥
温

度
・

於
い

て
・

…
酸
は

彎
還

嚢
水
化

翕
葎
用
し

て
、

黒
色
麥
芽

に

特
有
の

色
ご

香
を

隼
、

所
謂
メ
，
フ

ノ

イ

ヂ
ソ

を
作
る
。

此
の

際
一

部
の

ア

ミ

ノ

基
ご

炭
水
化
合
物
の

還
元
基
が

失
は

れ
て

、

酸
の

性

質
を

有
す
る

物
質
メ

ラ

ノ

イ

ヂ

ン

を
生

じ
、

同
時
に

此
の

反

應
に

ょ
つ

て

生

じ
た

議
蠹
が

逃
が

れ
・
。

そ
・

で

此
の

炭

斃
斯
を
測
定

す
・

事
・

よ
つ

・

そ
の

反

應
の

實
在
を
説
明
せ

ん

ご

欲
し

だ

吾
々

は

そ
れ
を

蠶
す
・

た

・

長
驗
用
小

炒
燥
器
を
作
つ

た
。

・

れ
は

底

葢

爨
の

響
有
す
・

氣

賚
祟
る

乾

燥

禁
ら
な

b
、

此
の

雛

蝶
諜
鸛

臻
黙
哲

譱
器
螻

鑼
燵
難
麗

蕪
蠶
鬟
雛

を
外

に

導
簍
が

あ
る
・

此
の

室
氣
は
更

・
・

そ
の

中
に

含

ま
れ

・

炭

斃
斯
を

定
量
す
る

π

め

に
、

滴
定

ず

泉
の
一

蹇
を

有
す
、

二

つ

の

難
鶴

攤
屍
轟
飜
祭
肌

畿
飆
驟
難
講
釋
課
耽

蜜
の

羹
鏨
峯

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
三

三

　
　

　

峯

芽
炒
燥

中
の

化
學
變
化

に

就
い

て
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麥

芽
炒
煉
中
の

化

學

變
化

に

就
い

て

　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

三

四

を
知
る
。

例
へ

ば

上

部
炒
床
か

ら
探
取
し
陀
一

〇

〇
の

麥
芽
を
實

驗
用
炒
燥

器
で

炒
燥
す
る

ピ
、

一

五
時
間
に

O
・

七
五

琵
の

炭
酸
兀
斯
を
生

じ
陀

こ

れ
は

代

謝

作
用
が
上

部

炒
床
で

は

膚

未
だ

甚
だ

強
く

進
ん
で

る

證

據
で

あ

る
」

然
し
な
が

ら

麥
芽
が

乾
燥
さ

れ

て

下
部
炒
床
で

炒

燥
温

度
が

上
昇

さ

れ
る
ご

、

生
成

す
る

炭
酸
躍
斯
の

量
が

次
第
に

減
少

し
て

・

逾
に

は

O
の

價
に

至
る
。

一

例
こ

し
て

温

度
上
昇

前
に

下
部

炒
床
か

ら

取
っ

だ

淡
色

麥
芽
八
〇

琵
を
、

前

述
の

炒
燥
鉢
に

入

れ
て

炒
燥
し
た

實
驗
結
果
を
示
す
ε

次
の

如
く
で

あ

る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
生

成
炭

酸
瓦
斯
量

　
　
　
　
　

　
　

炒
燥

濫
度

　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

成
夙

酸

瓦

勘

量

　

　
　

　
　
　

　

炒
燥

温
度

　

箋
時

間
中

　

　

｝
、

一

蠹

　

　

　

四
五

ー

五

〇
。

C

　

　

　

第
四
時

間

中

　

　

○
，

0
話

　

　

　

　

七

毫
C

　

第
二

畦
間

中

　

　

O、
八
〃

　

　

　

　
五
〇

⊥

6
。

c

　

　

　

　

第
五

時
間
中

　

　

O
・

〇

　

　

　

　

　

七
三

。

C

　

第
三

時

聞

申
　

　

　

　
　

O
、

八
〃

　
　

　

　

　
　

　

　

六

〇
1
七
こ
。

c
　

　

　
　

　

　

　
　

第
六

時
間
中

　
　

　

　

　
　

O
、

0
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
士

三
。

c

　

此
の

際
｝

時

間
に

二

〇
立

の

割
合
で

室
氣
を

逋
し

π
。

此
の

實
驗
に

よ
つ

て

七
三

度
の

仕

上
炒
燥
温

度
の

淡
色

麥
芽
は

仕

土
炒
燥
に

於
い

て
、

炭

酸
琵
斯
を
少

し

も
發
生
し
な
い

事
を
知
る
。

即

ち
メ

ラ

ノ

イ

ヂ
ン

の

生
成
は

起
ら

な
い

。

　

悌
く
の

如
く
に

し
て

出
來
上
つ

た

麥
芽
の

性
質
は

淡
色
麥
芽
こ

し

て
、

普
逋
の

淡
色

麥
芽
ご

比
し

て

何
等
の

差

も
な
い

。

即
ち

、

粉
状
體

の

胱

態

粉
　
　
　

胱

弱
く
藷
げ
れ

も

の

強

く

藷
げ
れ
も

の

固
い

が

ガ

ラ

ス

状
で

な

い

も
の

牟
ガ

ラ

ス

状

全

ガ

ラ

ス

状

　　　　　　　　　　　　　八
一 五 四 〇 一 九

化
學

分
析

水

　
　
分

エ
　
キ
　
ス

エ

キ
ス
（

乾
燥

物
に

計
算
し

て
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糖

化
時
間

色

〇 　 七 七
｝ 　 　 」」　 H

　 　 ノ s 　k−

七 ＿ 尤 一t｝＃
五 五 四 八 六
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こ

れ
に

反
し
て

黒
色
麥
芽
に

於
け
る

實
驗
は

全
く

他
の

結
果
を
生

じ

花
。

温
度
上

昇
前
に

下
部
炒
床
か

ら
ご

つ

π

黒
色
麥
芽
の

試
料
一

〇
〇
琵

を

乾
燥
鉢
で

炒
燥
し

た
。

こ

丶

に

於
い

て

も

炭
酸
琵
斯
の

發
生
は
一

旦

殆
ん
ざ

○

に

達
す
る

が
、

仕
上
炒
燥
温

度
が
｝

OO

度
一
一

〇

三

度
に

逑
し

陀

時
に

、

再
び

淡
酸

琵
斯
の

發
生
を

始
め

た
。

即

ち
次
の

如
く
で

あ
る
。

始
め
の

牛
時
間

第
二

時

間
中

第
三

時

間
中

第
四

時
間

中

生
成
す

る

炭
酸
瓦

斯

　
　

三
、

一
ヨ
楓

　

八
、

八

　

七
、

〇

　

四
、

O

炒
燥

温

度

一

〇
〇

。

c

一
〇
二
〇

C

一
〇
こ

。

c

一
〇
三

。

C

第

五

暗

間

中

第
六

時
問

中

　
生
成
す

ろ

炭
酸
虱
斯

　
　

三
、

一
3
皚

　
　

三
魎

五

計

　
二

九
し

五
目
皚

炒
燥

温

度

一

〇
三

。
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｝
〇

三
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此

箜
時

間
に

四
立
の

豢
を

逓
し

た

ば

か

り
で

、

淡
色
麥
芽

熏
色

麥

蓍
の

仕

毒
燥
に

於

け
る

特
徴
の

あ

る

區
別

を

模
倣
す
る

事
が

出
來

セ
。

此
く
し

て

出
來
上
つ

た

麥
芽
は

黒

色
麥
芽

に

特
有
の

性
質
を
有
す
る
。

即

ち

第入圖

紛

趺
體
の

胱
態

粉
　
　
　
　

朕

弱
く
焦
げ
れ

も

の

強
く

藷
げ

れ
も
の

固
い

が

オ

ヲ

ス

胱
で

な

い

も

の

牛
ガ

ラ

ス

状

全
ガ

ラ

ス

仕 上史♪メ桑中 登 先 する 炭 西麦簾 暫

　 　 　 　 　 一 八
一

ニ ー 〇 五 一

牝

撃
分

析

水

　
　
分

エ

　
キ

　
ス

エ

キ

ス
（

乾
燥

物
に

計

算
し．
て）

糖
化
時
間

色

6ヨ2

→

・

黼

　 　 七 七

〇 　 六 三 二
N 　 　 　 も 　 し 　 も

六 二 〇 一ヒ 八

五 〇 〇 八 六

　 　 〃 〃 ％

　
此
の

實
驗
は

、

リ

ン

ト

ナ

ー

底

が
一

九

＝
二

年
に
ミ

ユ

ン

ヘ

ン

の

ビ

ー

ル

醗
造
試
驗
所
の

總
會
で

講
演
し
た
メ

ラ

ノ

イ

ヂ

ソ

生
成
が

眞

に

起
る
ご

云

ふ

事
は

も
は

や

疑
の

な
い

事
實
で

あ
る

ご

云

ふ

事
に

樹

し
て

實
驗

的
證

明
を

與
へ

た

の

で

あ

る
Q

　

　
　
　
　

總

　
　

括

　

餓

上
の

實
驗
に

よ
つ

て
、

麥
芽
炒
燥

中
如
何

獄
る

化
學
變
化
が

起

る

か
・

叉

淡
色

麥
芽
ご

黒
色
麥
芽
ご

の

相

違
を
系
統

的
に

知
る

事
が

田
來
た

。

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
・

　

炒
燥
中
千
粒

重
量
に

は

殆
ん
ご

變
化
が

な
い

の

で

物

質
の

損
失
は

起
ら
な
い
。

で

あ

る

か

ら

炒
燥
の

進
に

從
つ

て
、

竡

重
量
の

増

加
す

る

の

は
、

粒
容
積
の

縮
少

す
る

事

を
意
味
す
る
。

幼

芽
は

炒
燥

中
で

、

も

水
分
の

蒸
發
甚

だ
し
く

な
く
、

炒
燥
温

度
の

あ

ま
り

高
く

な
い

炒

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

个
ー

山

灰

酸［
瓦

斯
　

　

　

芽
よ

り
も

黒
色
麥
芽
に

於
い

て

大

で

あ
る
。

粉

妖
體
の

歌
態
に

つ

い

て

は
、

只

黒
色
麥
芽
に

於
い

て
，

高
い

仕
上
炒
燥
温

度
で

黒
色

麥
芽
特
有
の

焦
色
が

生
す

る

の

み
で

、

そ
の

他
に
は

殆
ん
ず
、

變
化
が

な
い
。

麥
芽

炒
燥
中

の

化
學

變
化
に

就
い

て

三

五
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麥

芽

炒
燥

中
の

化

學
變
化
に

就
い

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

六

　

化
學
分

析
中

．

含
窒
物
に

つ

い

て

は
、

含
窒
素

、

可
溶
性

．

凝
固
性
、

ア

ミ

ノ

各
窒
素

、

何

れ
も

炒
燥
中
著
し
い

變
化
は

な
い

が
、

全

窒

素
を

除

い

だ
他
の

各

窒
素
は

仕
上
炒
燥
に

於
い

て

幾

分
減
少
す
る
。

此
の

減
少
は

黒
色
麥
芽
に

於
い

て

大
で

あ

る
。

酸

價
は

炒
燥
の

進
む
に

從
っ

て

幾
分
壇

加
す
る
。

炭
水
化

合
物
中
轄
化

糖
は

減
少
し
、

甘
簾
糖
は
壇

加
し
、

澱
粉
に

は

殆
ん
ご
變
化
が
な
い

。

　

酵
素
の

作
用
は

仕

上
炒
燥
に

際
し
て

減
少
す
る

が
、

特
に

黒
色
麥
芽
の

高
い

仕

上
炒
燥
温

度
で

著
し

い
。

麥
芽
の

水

溶
性
物
質
の

最
に

は

著
し
い

變
化
が

な
い
。

　

最
後
に

實
驗
用
炒

燥

装
置
に

よ

っ

て

黒
色

麥
芽
製
造
の

塲
合
の

高
い

仕
上
炒
燥
温

度
で

、

ア

ミ

ノ

酸
ご

糖
分
こ

か

ら
メ

ラ

ノ

イ

ヂ
ン

ε

稱
す
る

物

質
の

成
生
さ

れ
る

ご

云
ふ

リ

ソ

ト

ナ

U
氏
の

説
を

、

實
驗

的
に

證

明

し

た
。

　

實
踪
麥
芽

製
造
に

際
し
て

實
行
さ

れ
て

る

方
法
は

、

麥
芽
の

性
質
に

如
何
な
る

髴
饗
を
及
ぼ

す
か

ゴ

科
學
上
か

ら
明
か

に

さ

れ
陀

の

で

あ
る
。

即

ち
淡
色
麥
芽
に

於
い

て

は

炒
燥
中

。

早
く

水
分
を

賊
少
せ

し

め

て

物
質
の

分

解
作
用
を
制
限
し
、

低
い

仕

上
温

度
で

酵
素
特
に
ヂ

ア

ス

タ

ー
ぜ

の

力

を

多
く

弱
め

し
め

な
い

で

以
て

、

品

質
の

よ
い

淡
色
ビ

ー

ル

を
造
ら
ん
ε

す
る

の

で

あ
る
。

黒
色
麥
芽
に

於
い

て

は
、

比
鞍
的
多
く

水
分
を
保
陀

し

め

て

物
質
の

分
解
を
促
進
せ

し
め

、

最
後
の

高
い

仕
上
炒
燥
温
度
で

黒
色
麥
芽
に

特
有
な

色
ε

香
を
與
へ

、

徇
酵
素
の

作

用
を

弱
め

し

め

以
て

、

黒

色
ピ

ー
ル

に

濃
厚
な
昧
ご

香
を

與
へ

ん
こ

す
る

の

で

あ
る
。
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右
論
文
は

O
冨

二

窃
・・

o

諺
o

冨
震一
〇

『
ooQ

霽
臨
o
昌

恥

ξ
】
W

蕁
直

2、
 凶

〔

言

ヨ｛
ぎ
o
『
 
旨

）

に

於
い

て

の

で

あ

つ

て

原
文
は

≦
oo

滞【
冨
。

与
葎
h

ξ

しロ

雷
ロ
 

憎

虫

μ

露
9

×

口
rS

に

あ
る
。

、
、

℃
、
oPO

ド

＝°

磨

富
議

　
ご

共

に

實
驗
し

た

も


